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38回 時間数 75時間 ( 4単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

2023 授業概要　

授業回数 理学療法士科1年

科目名 解剖学Ⅰ

人体の骨・関節の名称，構造と機能，位置，骨性指標となる骨格，さらに骨格系の臨床的特徴について説明できる。

人体の骨格筋の名称，構造と機能，位置と走行，支配神経や脈管系との関係，さらに骨格筋に関する臨床的特徴について説明でき

講義内容

解剖学総論

「解剖学」とは，生物の正常な形態と構造を学ぶ学問である。「解剖学Ⅰ」では，身体を支持し運動に関与する運動器（主に骨格系

と骨格筋）について講義する。さらに筋骨格系の機能や臨床的特徴を生理学や運動学，病理学とも関連付け，運動器障害に対するリ

ハビリテーションの理解を深めるため，運動器を中心とした解剖学について解説する。骨・関節と骨格筋の形態（かたち）のしくみ

と意味を知り，臨床的な問題とも関連付けて理解することで，適切なリハビリテーションができるようになることを目的とします。

身体を形づくり，運動を行う運動器系を頭部，体幹，上肢，下肢に分け，それぞれの形態と機能を系統的に解説する。また，臨床所

見とも関連付けて講義を行う。

頭部の骨・関節・連結①

頭部の骨・関節・連結①

体幹の骨・関節①

骨・関節の構造と機能①

骨・関節の構造と機能②

骨・関節の構造と機能③

下肢帯と自由下肢の骨・関節①

下肢帯と自由下肢の骨・関節②

骨格筋の構造と機能①

体幹の骨・関節②

上肢帯と自由上肢の骨・関節①

上肢帯と自由上肢の骨・関節②

頭頚部の筋②

体幹の筋①

体幹の筋②

骨格筋の構造と機能②

骨格筋の構造と機能③

頭頚部の筋①

神経の構造と機能①

自由上肢の筋②

自由上肢の筋③

下肢帯の筋①

上肢帯の筋①

上肢帯の筋②

自由上肢の筋①

下肢帯の筋②

自由下肢の筋①

自由下肢の筋②

自由下肢の筋③

自由下肢の筋④

体表解剖の基礎②上肢の骨性指標

体表解剖の基礎③下肢の骨性指標

まとめ

神経の構造と機能②

末梢神経と神経叢

骨格筋の神経支配

体表解剖の基礎①頭頚部・体幹の骨性指標

試験を実施し判定する

実習にも役立つ人体の構造と体表解剖 三木明徳 金芳堂

毎回の授業終了時にその日の授業のポイントと次回の授業概要を説明するので，テキストに色づけや記載しながら予習・復習を徹底する

書籍名 著者名 出版社


